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新
選
組
と
河
内
国
御
厨
村
の
断
想 

― 

京
都
守
護
職
会
津
藩
役
知
を
中
心
と
し
て 

― 

田 

﨑 

公 

司 

    

は
じ
め
に 

 

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
『
新
選
組
！
』
〔
脚
本

／
三
谷
幸
喜
、
ド
ラ
マ
代
表
作
／
『
や
っ
ぱ
り
猫
が
好
き
』（
一
九
八
八
年
～
）
・

『
警
部
補
・
古
畑
任
三
郎
』（
一
九
九
四
年
～
）
・
『
王
様
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』（
一
九
九

五
年
）
・
『
竜
馬
に
お
ま
か
せ
！
』（
一
九
九
六
年
）
・
『
総
理
と
呼
ば
な
い
で
』（
一
九

九
六
年
）
・
『
Ｈ
Ｒ
』（
二
〇
〇
二
年
）
他
、
映
画
代
表
作
／
『
十
二
人
の
優
し
い
日
本

人
』（
一
九
九
一
年
）
・
『
ラ
ヂ
ヲ
の
時
間
』（
一
九
九
七
年
）
・
『
み
ん
な
の
い
え
』（
二

〇
〇
一
年
）
他
〕
に
決
定
し
、
現
在
放
映
中
（
出
演
／
香
取
慎
吾
・
沢
口
靖
子
他
）
で

あ
る
。 

 

現
在
、
新
選
組
の
魅
力
に
ひ
か
れ
た
同
好
の
人
々
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
の
数
は
、

お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り
（
同
好
会
・
同
人
会
・
友
の
会
・
個
別
人
物
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
）
、
会
報
の
発
行
や
史
跡
ツ
ア
ー
・
講
演
会
な
ど
の
活
動
も
活
発
で
、
女
性
会
員

（
旧
来
か
ら
の
土
方
歳
三
・
沖
田
総
司
・
永
倉
新
八
フ
ァ
ン
、
最
近
で
は
市
村
鉄
之
助
他
）

が
多
い
こ
と
も
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漫
画
家
・
和
月
伸
宏
の
『
る
ろ
う

に
剣
心
―
明
治
剣
客
浪
漫
譚
―
』（
全
二
八
巻
他
、
集
英
社
、
一
九
九
四
～
二
〇
〇
二

年
）
に
よ
る
斎
藤
一
（
藤
田
五
郎
）
ブ
ー
ム
や
直
木
賞
作
家
・
浅
田
次
郎
『
壬
生
義

士
伝
』（
『
週
刊
文
春
』
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
年
、
の
ち
「
文
春
文
庫
」
上
・
下
、
二
〇
〇

二
年
に
収
録
）
の
吉
村
貫
一
郎
ブ
ー
ム
も
こ
の
新
選
組
人
気
を
促
進
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
井
上
源
三
郎
等
の
再
評
価
も
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
四
〇
年
程
前
ま
で
新
選
組
の
評
価
は
、
明
治
維
新
を
拒
む
悪
逆
非
道
の

限
り
を
尽
く
す
徳
川
幕
府
の
走
狗

イ

ヌ

（
人
斬
り
集
団
・
テ
ロ
リ
ス
ト
）
で
あ
り
、
維
新

の
志
士
た
ち
の
憎
ま
れ
役
（
敵
役
）
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

大
佛
次
郎
『
鞍
馬
天
狗
』（
全
四
七
作
、
「
鬼
面
の
老
女
」
『
ポ
ケ
ッ
ト
』
一
九
二
四
年
～

「
地
獄
太
平
記
」
『
河
北
新
報
』
一
九
六
五
年
）
・
映
画
『
角
兵
獅
子
』（
代
表
作
と
し
て
、
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松
竹
映
画
、
一
九
五
一
年
、
監
督
／
大
曾
根
辰
夫
、
出
演
／
嵐
寛
寿
郎
・
美
空
ひ
ば
り
・
山

田
五
十
鈴
他
）
等
で
の
新
選
組
の
役
割
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

（
１
） 

こ
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
評
価
を
一
新
し
た
の
が
、
東
大
阪
市
が
誇
る
国
民
的
作
家
・
故
司
馬
遼
太
郎

氏
に
よ
る
『
新
選
組
血
風
録
』（
『
小
説
中
央
公
論
』
一
九
六
二
～
一
九
六
四
年
、
の
ち

「
角
川
文
庫
」
一
九
六
九
年
・
「
中
公
文
庫
」
一
九
七
五
年
に
収
録
）
・
『
燃
え
よ
剣
』（
『
週

刊
文
春
』
一
九
六
二
～
一
九
六
四
年
、
の
ち
「
新
潮
文
庫
」
上
・
下
、
一
九
七
二
年
に
収

録
）
の
発
表
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
中
で
司
馬
は
、
動
乱
期
に
命
を
か
け
て
、

ま
っ
す
ぐ
に
生
き
抜
く
人
々
の
生
涯
を
描
き
、
新
選
組
の
再
評
価
と
ブ
ー
ム
が
到

来
し
た
。
マ
ン
ガ
の
神
様
と
呼
ば
れ
る
故
手
塚
治
虫
氏
ま
で
も
が
、
こ
の
ブ
ー
ム

に
便
乗
し
て
『
新
選
組
』（
『
少
年
ブ
ッ
ク
ス
』
一
九
六
三
年
、
の
ち
「
集
英
社
文
庫
」
一

九
九
五
年
に
収
録
）
を
発
表
し
、
失
敗
し
て
い
る
。 

 

翻
っ
て
、
現
在
も
新
選
組
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
新
選
組
に
関
す
る
書
物
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
鶴
巻
孝
雄
・

（
２
） 

松
浦
玲
・

（
３
） 

宮
地
正
人
諸

（
４
） 

氏
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
学
か
ら
の
本
格
的
な
研
究
も
現
れ
て
い
る
。
ま
た
本
稿
の
視
点
の
一
つ
で
あ

る
幕
末
京
都
守
護
職
と
し
て
の
会
津
藩
の
役
割
に
つ
い
て
は
家
近
良
樹
・

（
５
） 

白
石
烈（

６
）

両
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
同
藩
と
新
選
組
に
つ
い
て
は
星
亮
一
氏

（
７
） 

が
精
力

的
に
著
作
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

本
稿
は
、
大
阪
府
東
大
阪
市
小
阪
・
御
厨
地
区
に
所
在
す
る
大
阪
商
業
大
学
経

済
学
部
で
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
日
本
経
済
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
在
野
の
新

選
組
研
究
者
の
情
熱
的
と
も
い
え
る
成
果
を
も
参
照
し
つ
つ
、

（
８
） 

京
都
守
護
職
・
会

津
藩
主
松
平
肥
後
守
容
保
役
知
（
役
地
）
と
し
て
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
の
歴
史
、

ひ
い
て
は
新
選
組
の
活
動
資
金
供
給
地
と
し
て
の
御
厨
（
台
所
）
に
つ
い
て
言
及

す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
、
幕
末
期
の
会
津
藩
財
政 

 

藩
祖
・
保
科
正
之
が
江
戸
幕
府
二
代
将
軍
・
徳
川
秀
忠
の
庶
子
（
三
代
将
軍
家
光

実
弟
・
四
代
将
軍
家
綱
補
佐
役
）
で
あ
る
御
家
門
・
会
津
藩
は
、
将
軍
家
の
藩
屏
に

徹
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寛
政
の
藩
政
改
革
の
の
ち
慶
応
期
に
ま
で
、
財
政
的
に
は

預
地
の
増
石
と
返
還
と
替
地
と
猫
の
目
の
よ
う
に
変
転
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
政

治
的
に
は
、
①
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
蝦
夷
地
警
備
、
②
文
化
七
年
（
一
八
一

〇
）
か
ら
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
ま
で
の
三
浦
半
島
警
備
、
③
弘
化
四
年
（
一
八

四
七
）
か
ら
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
ま
で
の
房
総
警
備
、
④
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

か
ら
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
の
品
川
第
二
御
台
場
警
備
（
そ
の
間
に
安
政
の
大

地
震
に
よ
る
藩
邸
と
御
台
場
の
壊
滅
的
被
害
が
あ
る
）
、
⑤
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら

戊
辰
戦
争
勃
発
ま
で
の
蝦
夷
地
再
警
備
、
⑥
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
京
都
守
護
職
就
任
（
そ
の
間
に
陸
軍
総
裁
職
就
任
）
に
よ
り
、

破
綻
的
状
況
に
瀕
し
て
い
た
。

（
９
） 

こ
れ
を
補
填
す
る
べ
く
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
る
役

代
地
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
財
政
の
補
填
は
勢
い
藩
内
外
の
有
力
村
役
人
や
富
裕

な
商
人
か
ら
の
献
金
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（

） 

こ
の
点
は
、

幕
末
期
の
大
坂
商
人
と
会
津
藩
の
関
係
を
考
え
る
場
合
も
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。 

 
ま
ず
、
会
津
藩
の
増
石
と
返
還
・
替
地
の
変
遷
に
つ
い
て
、
庄
司
吉
之
助
氏

（

） 

と

真
水
淳
氏

（

） 

の
先
行
研
究
を
援
用
し
つ
つ
、
外
観
し
て
み
よ
う
【
表
１
】。
越
後
国
魚

沼
郡
小
千
谷
陣
屋
及
び
小
出
陣
屋
支
配
地
と
陸
奥
国
御
蔵
入
地
は
、
保
科
正
之
の

会
津
入
封
よ
り
、
預
所
と
藩
領
化
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
幕
末
期
の
海
防
と
の 
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関
係
か
ら
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
蝦
夷
地
警

備
と
文
化
七
年
の
三
浦
半
島
警
備
か
ら
、
こ
の
動
き
は

加
速
す
る
。
そ
の
間
に
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
飢

饉
を
何
と
か
切
り
抜
け
た
の
ち
も
、
房
総
半
島
警
備
・

第
二
御
台
場
警
備
・
蝦
夷
地
再
再
警
備
は
、
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
一
〇
月
の
江
戸
藩
邸
の
壊
滅
的
打
撃
を

被
る
こ
と
に
よ
り
、
勢
い
会
津
藩
財
政
を
圧
縮
し
て
行

っ
た
。
「
薪
を
背
負
い
て
火
中
に
入
る
如
し
」（
西
郷
頼

母
）
と
称
さ
れ
た
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
京
都
守

護
職
就
任
上
洛
は
、
そ
の
後
の
会
津
藩
の
悲
劇
の
始
ま

り
で
も
あ
る
。 

 

京
都
守
護
職
と
し
て
の
役
料
は
、
文
久
三
年
の
大
米

穀
産
地
と
し
て
の
越
後
国
内
の
役
知
（
こ
れ
に
は
新
潟

開
港
と
い
う
将
来
性
が
付
与
さ
れ
る
）
と
共
に
京
都
近
郊

の
近
江
・
河
内
・
和
泉
三
国
の
役
知
と
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
の
河
内
・
播
磨
二
国
の
役
知
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
た
と
さ
れ
る
。 

 

文
久
四
年
段
階
の
役
知
財
政
を
【
表
２
】
に
よ
っ
て

検
討
し
て
み
る
と
、
畿
内
三
国
役
知
か
ら
の
年
貢
分
は

三
万
二
五
八
三
俵
余
で
、
金
に
換
算
す
る
と
五
五
八
八

両
、
他
に
金
納
分
七
八
〇
三
両
が
あ
り
、
小
計
Ａ
で
一

万
三
三
九
一
両
と
な
る
。
続
い
て
会
津
藩
預
所
で
あ 

【表１】 幕末会津藩財政関係年表 

年   月 主 要 項 目 

寛政10年(1798)６月 越後国内預地5,000石増石 

文政３年(1820)４月 相模国領地返還・陸奥国越後国内領地旧復 

文政６年(1823)９月 陸奥国内預地１万石増石・合計13万9,000石 

文政11年(1828)１月
陸奥国信夫郡内預地3,000石返還・越後国蒲原郡3,000石増石さらに3,600石増

石・越後国魚沼郡内3,900石を以てす 

天保４年(1833)８月 越後国魚沼郡内預地200石と300石増石12月凶作領内減収28石 

天保５年(1834)３月 越後国魚沼郡内預地300石返還 

天保６年(1835)12月 収米22万9,000俵<ママ>返還 

天保７年(1836)12月 陸奥国大沼郡内預地５万5,000石返還・収米27万2,000石返還 

天保９年(1838) 収米21万5,000石返還 

天保12年(1841) 収米８万2,000石返還 

弘化２年(1845)４月 民力衰え貸米４万7,000俵<ママ>・10万6,000両棄捐 

弘化３年(1846)７月
陸奥国下野国内預地５万6,000石・越後国内預地１万石余収石 

越後国内預地6,000石増石 

弘化４年(1847)２月 幕府より房総警備費１万両・房総三国内１万5,000石 

 陸奥国内預地１万3,000石増石・越後国内預地１万3,000石収石 

嘉永３年(1850)２月 上総国6,500石増石・陸奥国内預地9,100増石 

 越後国内預地9,000石収石 

万延元年(1860)10月 陸奥国安房国内上知、越後国蒲原・岩船・三島・魚沼４郡内代地 

文久２年(1862)５月 京都守護職就任・役料５万石及び３万両貸与 

文久３年(1863)４月 幕命により毎年蔵米２万俵の代金給与 

 ９月５万両の下賜（内２万両は追って相渡し） 

文久４年(1864)２月 鎮撫の功により５万石増封・軍事総裁就任 

 近江国内役知１万5,000石増石・和泉国内役知１万石増石 

 越後国内役知２万5,000石増石 

元治元年(1864) 陸奥国南山御蔵入領５万石増封 

慶応元年(1865)３月 越後国蒲原郡内２万5,000石増封、河内国播磨国6,900石増封 

備考；飯沼関弥編『会津松平家譜』（1938年）により、庄司吉之助『京都守護職と会津藩財政』(歴史春秋

社、1981年、90頁)を訂正した上で、作成した。 
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【表２】 京都守護職１カ年入用米金と所要額 

文久４年(1864)５月29日

山城国・河内国・近江国物成高 

米 16,291石９斗余、俵換算３万2,583俵４斗（５斗入） 

銀 447貫目、金換算5,588両（１両に銀80目） 

計 米入方引残8,583俵４斗、代7,803両（１両に５斗８升値見込）

二 口 １万3,291両 

５万石加増高 

米 ３万2,583俵４斗、比金２万9,621両 

金 5,588両、近江国分物成予定（前出） 

会津大沼両郡５万石役知 

金 ３万5,209両（予定） 

米 代 １万2,900両年々２万俵ずつで後の米代金 

京 都 用 ９万6,709両京都御入方に差向分 

勤 向 用 21万6,000両京都勤向・番人・年中諸雑費 

向 入 方 ９万709両 

差 引 高 11万9,291両12ヵ月月割約9,940両に当たる 

出典；日本史籍協会編『會津藩廳記録四』（日本史籍協会叢書４、1918年、「復刻

版」東京大学出版会、1982年、577～580頁）より作成。 
 

【表３】 幕末会津藩越後国領有状況 

（単位／石・村)

藩  領 預  所 

郡  名 石  高 石  高 

岩 船 13,191.579 ( 59) －   (  0)
北 蒲 原 14,576.162 ( 85) －   (  0)

中 蒲 原 4,172.472 ( 11) －   (  0)

西 蒲 原 7,967.916 ( 39) －   (  0)

南 蒲 原 1,992.017 ( 10) －   (  0)
東 蒲 原 19,330.095 ( 76) －   (  0)

三 島 4,486.126 ( 17) －   (  0)

北 魚 沼 12,295.965 ( 85) 12,257.424 ( 36)

南 魚 沼 12,283.471 ( 72) 8,181.151 ( 35)

中 魚 沼 － (  0) 3,124.455 (  8)

計 90,295.801 (454) 23,563.030 ( 79)

出典；『旧高旧領取調帳』(国立歴史民俗博物館データーベー

ス)より作成。 

備考：合未満は四捨五入。（ ）内は村数。 
 

【表５】 慶応元年の会津藩加増地 

（単位／石・村)

旧  領  主 国 名 郡  名 石  高 

多羅尾主膳支配地 近 江 栗太・蒲生・野洲 4,292.825
石原清一郎支配地 和 泉 大島・日根・南 20,215.108

岡部筑前守預地 和 泉 大島・日根・南 1,117.643

松平越中守預地 越 後 蒲原 3,030.500
(桑名藩預地)   

大草太郎左衛門支配所 越 後 蒲原・三島 13,835.467

(出雲崎・脇野町代官所)   8,144.410

里見源左衛門支配所 越 後 蒲原・岩船  

(水原代官所)    

合 計  ６ヵ所 ４ヵ国 ９ヵ郡 50,635.953

出典；『福岡郡中高用留』（立教大学図書館蔵）より作成。 

備考：合未満は四捨五入。 
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【表４】 幕末期会津藩役知河内国村落一覧 

番号 旧国名 旧郡名 旧村名 現市町村名 石高 

１ 河 内 国 河 内 郡 池嶋 東 大 阪 市 1,104.099976 

２ 河 内 国 河 内 郡 喜里川 東 大 阪 市 249.664001 

３ 河 内 国 河 内 郡 客坊 東 大 阪 市 200.248993 

４ 河 内 国 河 内 郡 河内屋南新田 東 大 阪 市 133.759003 

５ 河 内 国 河 内 郡 中新開 東 大 阪 市 218.317001 

６ 河 内 国 河 内 郡 今米 東 大 阪 市 280.915009 

７ 河 内 国 河 内 郡 川中新田 東 大 阪 市 386.450012 

８ 河 内 国 河 内 郡 吉原 東 大 阪 市 275.194000 

   〔栗原神社除地無高  42坪余〕 

 河内郡８カ村小計 2,848.647995 

９ 河 内 国 讃 良 郡 深野新田 大 東 市 1,091.683960 

   〔泉涌寺領  309.35908〕 

10 河 内 国 讃 良 郡 深野北新田 大 東 市 653.893982 

   〔菅原社除地無高  24坪〕 

11 河 内 国 讃 良 郡 深野南新田 大 東 市 695.879028 

12 河 内 国 讃 良 郡 上田原 四 條 畷 市 273.382996 

13 河 内 国 讃 良 郡 下田原 四 條 畷 市 325.875000 

14 河 内 国 讃 良 郡 岡山 四 條 畷 市 476.404999 

   〔津鉾社除地無高  710坪〕 

   〔下ノ宮除地無高  1430坪〕 

   〔大正寺除地無高  300坪〕 

15 河 内 国 讃 良 郡 小路 寝 屋 川 市 208.800003 

   〔加藤勝兵衛知行地  100.0000〕 

16 河 内 国 讃 良 郡 砂 四 條 畷 市 561.401978 

   〔馬守社除地無高  182坪余〕 

17 河 内 国 讃 良 郡 堀溝 寝 屋 川 市 223.104996 

   〔鶯関社除地無高  216坪〕 

   〔大念寺除地無高  48坪〕 

18 河 内 国 讃 良 郡 太秦 寝 屋 川 市 333.696991 

   〔熱田社除地無高  2262坪〕 

19 河 内 国 讃 良 郡 秦 寝 屋 川 市 304.537994 

 讃良郡11カ村小計 5,148.661927 

20 河 内 国 交 野 郡 中宮 枚 方 市 1,034.908813 

21 河 内 国 交 野 郡 宇山 枚 方 市 212.800995 

22 河 内 国 交 野 郡 養父 枚 方 市 398.458008 

23 河 内 国 交 野 郡 村野 枚 方 市 1,034.151001 

24 河 内 国 交 野 郡 私市 交 野 市 160.619995 

25 河 内 国 交 野 郡 傍示 交 野 市 39.549999 

 交野郡６カ村小計 2,880.488811 

26 河 内 国 若 江 郡 箕輪新田 東 大 阪 市 118.135002 

27 河 内 国 若 江 郡 箕輪 東 大 阪 市 150.643005 

28 河 内 国 若 江 郡 御厨 東 大 阪 市 1,214.678955 

   〔天神社除地無高  348坪〕 

   〔西楽寺除地無高  69坪〕 

29 河 内 国 若 江 郡 菱屋中新田 東 大 阪 市 150.643005 

30 河 内 国 若 江 郡 加納 東 大 阪 市 1,735.416016 

   〔宇波神社除地無高  512坪〕 

   〔称名寺除地無高  47坪〕 

   〔願行寺除地無高  28坪〕 

   〔仏名寺除地無高  41坪〕 

31 河 内 国 若 江 郡 稲葉 東 大 阪 市 553.926025 

   〔稲葉神社除地無高  380坪〕 

 若江郡６カ村小計 3,923.468009 

河内国31カ村小計 14,801.266742 

出典；『旧高旧領取調帳』（国立歴史民俗博物館データーベース）より作成。 

作成協力；木瀨遼子氏（大阪商業大学総合経営学部卒業生・元田﨑研究室アシスタント）。 
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る
〔
南
〕
会
津
郡
・
大
沼
郡
内
役
知
か
ら
は
、
米
納
入
分
が
一
万
二
九
〇
〇
両
、

金
納
分
が
三
万
五
二
〇
九
両
あ
り
、
小
計
Ｂ
は
四
万
八
一
〇
九
両
に
な
る
。
す
な

わ
ち
Ａ
と
Ｂ
の
合
計
は
、
六
万
一
五
〇
〇
両
に
の
ぼ
る
。
会
津
藩
勤
向
用
は
二
万

一
六
〇
〇
両
に
す
ぎ
な
い
が
、
京
都
入
用
分
が
九
万
六
七
〇
九
両
で
あ
り
、
京
都

分
を
差
し
引
い
て
も
藩
入
用
が
一
一
万
九
二
九
一
両
に
上
り
、
こ
れ
を
月
割
に
す

る
と
九
九
四
〇
両
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
京
都
守
護
職
の
勤

務
は
、
会
津
藩
財
政
そ
の
も
の
を
賭
す
も
の
と
し
て
、
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
の
役
知
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
自
治
体
史
で
も
記
述
が
錯
綜
し

混
乱
を
極
め
て
い
る
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
一
次
史
料
に
依
拠
し
な
か
っ
た
問
題
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
あ
え
ず
、
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
で
、
越
後
国
【
表

３
】
の
会
津
藩
領
・
預
地
（
預
所
）
・
役
知
を
あ
げ
て
み
る
と
、
越
後
国
は
岩
船
郡

外
九
カ
郡
四
五
四
カ
村
で
、
計
九
万
二
九
五
石
八
斗
一
合
の
藩
領
の
他
に
、
北
魚

沼
郡
外
二
カ
郡
七
九
カ
村
で
二
万
三
五
六
三
石
三
升
の
預
所
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
越
後
の
預
所
が
京
都
守
護
職
役
知
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
、
旧

来
か
ら
の
慣
行
だ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
は
蒲
原

郡
や
魚
沼
郡
は
郡
分
割
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
取
調
べ
が
後
世
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
や
は
り
一
次
史
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 

二
、
京
都
守
護
職
会
津
藩
役
知
河
内
国
三
一
カ
村 

 

そ
こ
で
本
節
で
は
、
明
ら
か
に
京
都
守
護
職
役
知
と
し
て
の
役
割
を
付
与
さ
れ

た
畿
内
地
域
【
表
４
】
を
掲
げ
て
み
る
と
、
河
内
国
河
内
郡
八
カ
村
の
二
八
四
八

石
六
斗
四
升
八
合
余
、
同
国
讃
良
郡
一
一
カ
村
の
五
一
四
八
石
六
斗
六
升
二
合
余
、

同
国
交
野
郡
六
カ
村
の
二
八
八
〇
石
四
斗
八
升
九
合
余
、
同
国
若
江
郡
六
カ
村
の

三
九
二
三
石
四
斗
六
升
八
合
余
、
合
計
三
一
カ
村
の
一
万
四
八
〇
一
石
二
斗
六
升

七
合
余
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
に
は
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
御
厨
村

が
一
二
一
四
石
六
斗
七
升
九
合
余
の
大
村
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
来
記
載
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
の
近
江
・
和
泉
の
二
国
内
役
知
の
記
載
は
、

全
く
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
【
表
５
】
の
越
後
国
福
岡
代
官
所
支
配
地
の
『
御

用
留
』
で
は
、
逆
に
河
内
国
内
役
知
の
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
近
年
、
発
見
さ
れ
た
『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書
』
に
記
さ
れ
た
一
次
史
料
の

記
載
を
左
記
に
掲
げ
て
み
よ
う
。 

 

「
御
役
知
五
万
石
之
内
、
壱
万
石
九
千
石
余
ハ
江
州
蒲
生
神
崎
郡
之
内
ニ
而
御

渡
相
成
筈
之
処
、
此
度
河
内
播
磨
之
内
ヘ
御
振
替
之
御
吟
味
有
之
、
右
両
国
之
内

村
々
御
内
調
内
密
相
伺
別
紙
ニ
申
上
候
、
右
ハ
未
た
取
調
ニ
而
少
々
人
狂
ひ
ハ
可

有
之
旨
被
中
聞
候
所
先
以
御
参
考
旁
申
上
候
以
上 

 

〔
慶
応
元
年
〕
三
月
廿
九
日 

 

田
口
治
八 

 

河
内
国 

 
 

讃
良
郡 

深
野
新
田 

秦
村 

深
野
北
新
田 

 
 

河
内
郡 

客
坊
村 

喜
田
川
村 

川
中
新
田 

池
嶋
村 

今
米
村 

中
新
田 

額
田
村 

 
 
 
 
 
 

河
内
屋
南
新
田 

吉
原
村 

 
 

若
江
郡 

稲
葉
村 

菱
屋
中
新
田 

箕
輪
新
田 

箕
輪
村 

加
納
村 

御
厨

村 

 

播
磨
国 
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美
嚢
郡 

高
篠
新
田 

東
中
村 

志
殿
村 

桃
坂
村 

蓮
華
寺 

吉
兆
寺 

西
山
村 

 
 

 
 

 
 

長
谷
村 

脇
川
村 

宮
村 

仲
村
新
田 

小
屋
寺 

野
呂
谷
新
田 

武
士
山
新
田 

 
 
 
 
 
 

山
口
新
田 

奈
良
井
村 

 
 

加
東
郡 

嶋
村 
万
勝
村 

新
畑
村
新
田 

山
田
村
新
田 

栗
生
村 

 
 

加
東

加
西
郡 

青
野
新
田 

 
 

河
西
郡 

玉
野
新
家
村 

桑
原
田
村 

五
領
新
田 

朝
染
村 

朝
妻
村 

豊

倉
村 

鶴
野
新
家
村 

 
 

 
 

 
 

下
宮
木
村 

玉
野
村 

野
条
村 
朝
妻
村
新
田 

西
笠
原
村 

太

村 

東
長
村 

中
野
村 

 
 

 
 

 
 

篠
倉
村 

戸
田
井
村 

東
南
村 

西
南
村 
琵
琶
甲
村 

河
原
村 

池
上
村 

西
野
々
村 

 
 
 
 
 
 

満
久
村 

嶋
波
多 

 
 

〆
六
拾
五
ケ
村 

 
 
 
 

高
合
壱
万
九
千
四
百
石
余 

 
 
 
 
 

此
物
成
凡 

 
 
 
 
 
 
 
 

米
六
千
九
百
石
余
」

（

）  

 

こ
こ
で
の
記
載
も
【
表
４
・
５
】
の
記
述
と
大
き
く
食
い
違
い
、
河
内
国
は
一

八
カ
村
が
書
上
げ
ら
れ
る
だ
け
で
、
三
一
カ
村
と
の
差
は
大
き
す
ぎ
る
。
ま
た
従

来
の
研
究
で
は
、
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
播
磨
国
美
嚢
郡
外
二
郡
四
七
カ
村
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
記
載
の
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
役
知
の
目
ま
ぐ

る
し
い
変
遷
に
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
御
厨
村
を
含
む
若
江
郡

内
役
知
は
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
の
記
載
と
『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書
』
の
記
載

が
完
全
に
一
致
す
る
役
知
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

三
、
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
小
史 

 

大
阪
商
業
大
学
の
所
在
地
は
、
大
阪
府
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
四
丁
目
一
番
地
一

〇
号
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
河
内
国
若
江
郡
下
小
坂
村
と
御
厨
村
に
相
当
す
る
地

域
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
敷
地
の
大
部
分
は
旧
御
厨
村
に
所
在
し

て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
河
内
国
若
江
郡
御
厨
村
の
簡
単
な
歴
史
に
つ
い
て

触
れ
て
み
よ
う
。

（

）  

 

御
厨
の
地
名
が
初
め
て
史
書
に
現
れ
る
の
は
、
『
延
喜
式
』
第
三
十
九
の
内
膳
司

の
条
に
お
い
て
で
あ
り
、
「
河
内
国
江
厨
所
進
」
と
し
て
、
「
造
雑
魚
鮨
十
石
味
塩

魚
六
斗
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
御
厨
の
地
名
は
、
朝
廷
や
摂
関
家
が
伊
勢
神
宮
へ

の
供
物
貢
進
の
た
め
の
食
糧
庫
（
干
魚
・
穀
物
）
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
の
「
河
内
国
皇
別
」
に
「
江
首
〈
江
人
附
〉
彦
八
并
耳
命
七
世

孫
来
目
津
彦
大
雨
宿
禰
大
碓
命
之
後
也
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
古

代
に
お
い
て
豪
族
江
首
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
古
く
か
ら
の
土
地
で
あ

り
、
中
世
に
か
け
て
大
江
御
厨
の
重
要
な
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
延

喜
式
』「
神
名
帳
」
に
記
さ
れ
る
「
若
江
郡
廿
二
座
」
の
内
の
一
つ
で
あ
る
意
支
部

神
社
の
存
在
か
ら
も
裏
付
け
さ
れ
る
と
思
わ
れ
、
同
社
は
御
厨
天
神
に
比
さ
れ
て

い
る
。 
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続
い
て
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
。
本
願
寺
証
如
の

『
天
文
日
記
』
〔
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
八
月
五
日
の
条
〕
に
「
斎
を
南
町
屋
御

厨
屋
次
郎
左
衛
門
為
親
之
志
調
之
」
と
あ
る
御
厨
屋
次
郎
左
衛
門
は
御
厨
村
出
身

の
商
人
だ
と
い
わ
れ
、
彼
の
同
族
だ
と
思
わ
れ
る
御
厨
五
郎
左
衛
門
は
、
石
山
本

願
寺
（
現
、
大
阪
城
の
地
）
勢
力
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
御
厨
村
が
商

業
地
と
し
て
大
き
な
力
を
有
し
、
浄
土
真
宗
（
一
向
宗
）
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

近
世
の
御
厨
村
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
検
地
で
石
高
九
七
八
石
余
、

『
正
保
郷
帳
』（
一
六
四
四
～
一
六
四
八
年
）
の
写
と
み
ら
れ
る
『
河
内
国
一
国
村
高

控
帳
』
で
は
石
高
九
七
八
石
余
で
、
一
貫
し
て
幕
府
領
（
旗
本
領
）
で
あ
り
、
小
物

成
と
し
て
蓮
年
貢
銀
五
六
匁
・
葭
年
貢
銀
二
四
七
六
匁
五
分
が
書
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
続
い
て
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
で
一
〇
六
九
石
余
、
元
文
二
年
（
一
七
三

七
）
の
『
河
内
国
高
帳
』
で
は
一
二
一
四
石
余
・
反
別
一
〇
町
二
反
・
分
米
一
二

九
石
の
新
田
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
『
天
保
郷
帳
』
で
一

二
一
五
石
余
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
時
点
の
調
査
と
さ
れ
る
『
旧
高
旧
領
取
調

帳
』
で
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
一
二
一
四
石
余
で
あ
る
。
年
貢
率
は
延
享
年
間
か

ら
文
政
初
年
（
一
八
一
八
）
で
は
、
ほ
ぼ
三
～
四
割
台
、
文
政
初
年
か
ら
天
保
末
年

（
一
八
四
四
）
に
は
、
ほ
ぼ
二
割
台
、
天
保
末
年
以
降
は
、
ほ
ぼ
二
～
三
割
台
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
家
数
・
人
数
の
方
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
八
七
軒
・
三
七

五
人
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
八
七
軒
・
三
七
五
人
（
男
一
九
四
人
・
女
一
八
一

人
）
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
八
軒
・
四
〇
三
人
（
男
二
〇
二
人
・
女
二
〇
一
人
）
、

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
八
一
軒
・
三
八
三
人
（
男
一
九
五
人
・
女
一
八
八
人
）
で
あ

る
。 明

暦
年
間
（
一
六
五
五
～
一
六
五
八
）
に
暗
峠
越
奈
良
街
道
（
同
時
に
伊
勢
参
詣
街

道
）
の
宿
駅
と
し
て
、
松
原
宿
が
設
置
さ
れ
、
交
通
量
が
増
加
す
る
と
、
天
明
三

年
（
一
七
八
三
）
に
は
吉
田
村
等
と
共
に
助
郷
村
に
指
定
さ
れ
、
御
用
人
馬
・
諸
入

用
銀
等
の
四
分
六
厘
を
負
担
し
た
。
村
内
に
は
楠
根
川
筋
剣
先
船
の
船
着
場
が
あ

り
、
在
郷
剣
先
船
一
艘
を
所
有
す
る
者
が
い
た
。
ま
た
『
五
畿
内
志
』
に
よ
れ
ば
、

村
中
に
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
な
お
御
厨
村
は
天
保
年
間
に
、
象
五
郎
と
勘
左
衛

門
の
二
名
の
庄
屋
が
存
在
し
て
お
り
、
幕
末
期
に
は
勘
左
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
加

藤
家
が
勤
務
す
る
大
村
で
も
あ
っ
た
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
一
一
月
四
・
五
日

に
は
地
震
が
起
こ
り
、
民
家
の
倒
壊
九
、
半
壊
が
村
半
数
余
、
残
り
も
半
壊
の
被

害
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

な
お
御
厨
村
の
産
土
神
と
し
て
は
、
前
述
し
た
天
神
社
（
御
厨
天
神
）
が
あ
り
、

寺
と
し
て
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
華
月
山
西
楽
寺
・
浄
土
真
宗
大
谷
派
鳳
凰
山
法

観
寺
・
融
通
念
仏
宗
称
名
山
念
仏
寺
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

四
、
新
選
組
隊
士 

松
本
喜
次
郎 

 

続
い
て
本
節
で
は
、
新
選
組
の
活
動
と
大
阪
と
の
間
の
深
い
絆
に
つ
い
て
言
及

し
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
京
都
に
お
け
る
尊
王
攘

夷
を
旗
印
と
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
頻
発
を
押
さ
え
る
た
め
に
奥
州
会
津
藩
（
現
在

の
福
島
県
西
部
地
域
）
藩
主
松
平
肥
後
守
容
保
が
京
都
守
護
職
に
就
任
す
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
攘
夷
派
の
実
力
行
動
に
対
し
て
治
安
機
能
を
喪
失
し
た
大
坂
町
奉

行
・
京
都
町
奉
行
・
京
都
所
司
代
等
の
無
能
ぶ
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 
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前
々
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
役
知
（
給
料
）
と
し
て
、
御
厨
村
他
三
〇
カ
村

（
計
一
万
五
〇
〇
〇
石
弱
）
が
京
都
守
護
職
松
平
肥
後
守
容
保
知
行
地
と
な
る
。
ま

た
大
坂
の
大
豪
商
（
鴻
池
屋
他
）
が
会
津
藩
御
用
を
任
さ
れ
る
。
文
久
三
年
八
月
一

八
日
政
変
が
勃
発
す
る
と
会
津
藩
実
動
部
隊
と
し
て
、
“新
撰
組
”
が
正
式
に
誕
生

す
る
。
会
津
藩
御
預
新
選
組
の
給
与
は
、
京
都
守
護
職
役
知
御
厨
村
他
三
〇
カ
村

の
年
貢
の
流
用
と
大
坂
の
大
豪
商
の
献
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。 

 

御
厨
村
は
大
坂
都
市
近
郊
型
食
糧
供
給
地
お
よ
び
商
品
作
物
生
産
地
（
棉
作
他
）

と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
だ
が
、
何
よ
り
も
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
以
降
の
大
和

川
付
替
え
に
よ
る
新
田
開
発
に
よ
っ
て
生
産
高
・
生
産
内
容
・
土
地
生
産
性
が
一

挙
に
上
昇
す
る
。
大
和
川
付
替
え
後
に
、
御
厨
村
左
側
を
流
れ
て
い
た
楠
根
川
川

床
に
菱
屋
中
新
田
（
や
は
り
幕
末
期
会
津
藩
役
知
と
な
る
）
が
開
発
さ
れ
る
が
、
新
田

開
発
者
は
江
戸
の
大
商
人
で
京
・
大
坂
に
も
店
を
か
ま
え
て
い
た
菱
屋
岩
之
助
・

庄
左
衛
門
親
子
で
あ
る
。
司
馬
遼
太
郎
氏
が
『
新
選
組
血
風
録
』
「
芹
沢
鴨
の
暗

殺
」
の
中
で
お
梅
の
檀
那
で
あ
る
四
条
堀
川
呉
服
商
・
菱
屋
太
兵
衛
を
登
場
さ
せ

た
の
は
、
こ
の
菱
屋
岩
之
助
親
子
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

大
坂
に
お
け
る
新
選
組
の
活
動
と
し
て
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
八
）
潤
五
月
三

日
よ
り
、
一
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
と
下
坂
に
備
え
、
京
橋
の
両
詰
に
設
け

ら
れ
た
検
問
所
の
北
詰
で
取
り
締
ま
り
任
務
に
つ
き
、
天
満
橋
南
八
軒
屋
の
船

宿
・
京
屋
忠
兵
衛
方
が
定
宿
と
な
る
と
共
に
活
動
拠
点
と
も
な
っ
た
。
ま
た
同
年

五
月
頃
に
は
上
本
町
の
下
寺
町
に
あ
る
万
福
寺
が
大
阪
警
護
の
宿
舎
と
な
り
、
以

後
、
活
動
拠
点
の
一
つ
と
な
る
。
こ
の
屯
所
に
は
二
〇
名
前
後
の
新
選
組
隊
士
が

常
駐
し
、
境
内
の
有
栖
川
宮
一
品
親
位
牌
堂
を
壊
し
た
り
、
納
屋
を
牢
屋
に
改
造

し
た
り
し
て
い
た
。
同
年
五
月
二
六
日
に
は
、
長
州
系
の
志
士
と
接
触
が
あ
る
と

共
に
尊
王
攘
夷
派
の
志
士
か
ら
命
を
狙
わ
れ
て
い
た
儒
者
・
藤
井
藍
田
を
捕
縛
し
、

厳
し
い
詮
議
を
加
え
た
。
体
が
弱
か
っ
た
藤
井
は
万
福
寺
内
牢
屋
で
獄
死
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
万
福
寺
屯
所
に
一
番
近
い
京
都
守
護
職
役
知
が
御
厨
村
で
あ
っ
た
。

金
策
に
窮
し
た
新
選
組
隊
士
が
鴻
池
屋
や
平
野
屋
の
み
な
ら
ず
、
役
知
で
あ
る
御

厨
村
を
無
心
に
訪
れ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。

（

）  

 

翻
っ
て
、
河
内
平
野
の
新
田
開
発
で
大
量
に
生
産
さ
れ
た
棉
花
・
綿
糸
は
、
和

泉
国
貝
塚
・
岸
和
田
の
綿
織
物
に
姿
を
変
え
る
。
す
な
わ
ち
河
泉
地
域
間
取
引
が

成
立
し
て
い
た
の
だ
が
、
和
泉
国
・
岡
部
家
五
万
五
千
石
の
岸
和
田
藩
か
ら
新
選

組
隊
士
に
な
っ
た
者
が
い
る
。
松
本
喜
次
郎
（
喜
二
郎
・
喜
治
郎
・
喜
四
郎
と
も
表
記

さ
れ
る
）
〔
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
～
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
〕
が
そ
の
人
で
あ

る
。

（

）  

 

大
阪
出
身
の
新
選
組
隊
士
と
し
て
は
、
他
に
久
米
部
正
親
・
伊
木
八
郎
・
辛
島

昇
司
・
佐
々
木
愛
次
郎
・
矢
金
繁
三
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
松
本
喜
次

郎
の
活
躍
を
永
倉
新
八
『
新
撰
組
顛
末
記
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
一
年
）
よ
り

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
い
。
ま
ず
松
本
は
土
方
歳
三
隊
と
し
て
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
六
月
四
日
の
池
田
屋
事
件
に
出
動
し
、
京
都
守
護
職
松
平
容
保
か
ら
恩

賞
金
十
両
・
別
段
金
五
両
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
八
月
四
日
に
は
、
播

磨
国
加
古
郡
高
砂
村
（
現
、
兵
庫
県
高
砂
市
）
出
身
の
河
谷
耆
三
郎
（
儀
三
郎
）
と
共

に
摂
津
国
嶋
上
郡
高
浜
村
（
現
、
大
阪
府
高
槻
市
）
に
行
き
、
長
州
藩
と
同
村
庄
屋

半
右
衛
門
や
村
民
と
の
関
係
を
尋
問
し
て
い
る
。
松
本
が
隣
国
和
泉
出
身
と
い
う

こ
と
で
、
農
村
派
遣
に
任
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
行
軍
録
』
に
よ
れ
ば
新
選
組
三
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番
隊
（
隊
長
は
斎
藤
一
）
に
配
属
さ
れ
、
脱
走
隊
士
・
柴
田
彦
三
郎
を
追
跡
し
い
る
。

伊
東
甲
子
太
郎
派
と
の
分
裂
の
原
因
と
な
っ
た
幕
臣
取
立
て
で
は
平
士
と
し
て
見

回
組
並
御
雇
と
な
る
。 

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
敗
戦
の
の
ち
に
江
戸
へ
帰
還
し
、

近
藤
勇
と
共
に
甲
斐
国
勝
沼
の
戦
い
に
参
戦
、
の
ち
近
藤
勇
と
対
立
し
た
永
倉
新

八
・
原
田
左
之
助
等
と
靖
共
隊
を
結
成
し
、
江
戸
城
和
田
倉
門
の
旧
会
津
藩
上
屋

敷
を
屯
所
と
し
て
い
る
。
靖
共
隊
は
幕
府
陸
軍
奉
行
の
松
平
太
郎
よ
り
、
旧
幕
府

諸
隊
の
一
つ
と
し
て
公
認
さ
れ
る
と
共
に
、
松
本
は
歩
兵
取
締
に
な
る
。
の
ち
新

選
組
に
復
帰
し
、
宇
都
宮
に
転
戦
、
土
方
歳
三
・
斎
藤
一
ら
と
会
津
戦
争
に
参
戦

し
た
。
旧
靖
共
隊
士
は
下
野
国
藤
原
方
面
で
会
津
藩
境
の
守
備
に
当
た
り
、
松
本

は
猪
苗
代
城
に
あ
っ
た
幕
府
歩
兵
奉
行
大
鳥
圭
介
の
も
と
へ
伝
令
に
赴
く
往
路
ま

た
は
復
路
で
負
傷
し
、
白
河
街
道
三
代
宿
で
も
あ
る
会
津
藩
福
良
組
三
代
村
（
現
、

郡
山
市
湖
南
町
）
で
同
年
八
月
一
七
日
に
享
年
二
三
歳
で
死
去
し
た
。
墓
は
同
地
の

正
福
寺
に
あ
る
。
旧
靖
共
隊
の
永
倉
新
八
は
、
靖
共
隊
反
対
派
で
あ
っ
た
土
方
歳

三
に
斬
首
さ
れ
た
と
憤
激
し
て
い
る
が
、
真
相
は
定
か
で
は
な
い
。
会
津
三
代
の

地
で
斃
れ
た
松
本
喜
次
郎
と
会
津
野
沢
出
身
で
あ
る
筆
者
と
の
間
に
は
さ
さ
や
か

な
が
ら
縁
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

む
す
び
に
か
え
て 

―
幕
末
＝
平
成
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
― 

 

現
代
は
幕
末
状
況
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
今
ま
で
絶
対
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
た

こ
と
が
、
音
を
立
て
て
崩
れ
て
行
く
。
野
口
武
彦
『
幕
末
気
分
』（
講
談
社
、
二
〇

〇
二
年
）
や
同
『
幕
末
伝
説
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、

公
人
た
る
政
治
家
・
官
僚
・
経
済
人
、
そ
し
て
一
般
の
庶
民
ま
で
も
が
、
な
り
ふ

り
構
わ
ず
「
利
殖
に
ふ
け
り
」
・
「
奸
計
で
人
を
陥
れ
」
・
「
腐
敗
し
」
・
「
弱
い
も
の

を
い
じ
め
」
、
私
利
に
走
る
。
こ
れ
は
時
代
の
末
期
的
症
状
で
あ
り
、
幕
末
は
そ
う

い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
平
成
の
現
代
も
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
混
迷
を
極
め
た
幕
末
維
新
の
人
物
の
生
き
方
が
、
現
代
に
お

い
て
再
評
価
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
従
来
の
価
値
観
や
世
界
観
が
崩
壊
す
る
現
代

だ
か
ら
こ
そ
自
分
自
身
を
鍛
え
て
、
納
得
で
き
る
人
生
を
生
き
抜
く
知
恵
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
は
実
学
と
将
来
を
展
望
す
る
理
論
の
学
習
、
そ
し
て
、

そ
の
結
合
が
何
よ
り
も
急
務
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
新
選
組
の
活
動
を
資
金
面
で
支
え
た
地
域
の
一
つ

は
、
大
阪
商
業
大
学
が
所
在
す
る
御
厨
の
地
で
あ
っ
た
。
御
厨
は
、
新
選
組
の

「
御
厨
」（
台
所
）
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
大
阪
商
業

大
学
の
教
職
員
・
学
生
は
、
京
都
守
護
職
・
会
津
藩
主
松
平
肥
後
守
容
保
と
新
選

組
と
の
関
わ
り
が
あ
る
御
厨
の
地
で
、
研
究
と
教
育
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
力
と
知
恵
と
を
一
生

懸
命
に
大
阪
商
業
大
学
で
学
び
、
探
求
し
、
そ
し
て
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

動
乱
期
激
動
期
に
自
分
自
身
の
可
能
性
を
フ
ル
に
信
じ
て
一
生
懸
命
に
生
き
抜
い

て
行
く
こ
と
が
、
司
馬
遼
太
郎
氏
が
注
目
し
た
新
選
組
の
群
像
で
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
私
た
ち
は
新
選
組
の
生
き
方
に
、
時
に
は
（
も
ち
ろ
ん
悲
劇
と
し
て
終
焉

す
る
の
で
は
な
く
）
注
目
し
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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(

1) 

川
西
政
明
『
鞍
馬
天
狗
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

(
2) 

鶴
巻
孝
雄
「
〈
国
家
の
語
り
〉
と
〈
情
報
〉
―
地
域
指
導
層
の
国
家
・
社
会
意
識
と

諸
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
新
井
勝
紘
編
『
民
衆
運
動
史
４
近
世
か
ら
近
代
へ 

近
代

移
行
期
の
民
衆
像
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
多
摩
に
も
た
ら
さ
れ
た
新
選

組
情
報
―
近
藤
勇
書
簡
を
読
む
―
」
（
『
歴
史
読
本
』
第
七
七
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三

月
）
。 

(

3) 

松
浦
玲
『
新
選
組
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

(

4) 

宮
地
正
人
『
歴
史
の
な
か
の
新
選
組
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
。 

(

5) 

家
近
良
樹
『
幕
末
政
治
と
討
幕
運
動
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
、
同
『
稽

徴
録
―
京
都
守
護
職
時
代
の
会
津
藩
史
料
―
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
、
同

『
孝
明
天
皇
と
『
一
会
桑
』
―
幕
末
・
維
新
の
新
視
点
―
』
（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
二

年
）
。 

(

6) 

白
石
烈
「
『
公
武
合
体
』
を
め
ぐ
る
会
津
藩
の
政
治
活
動
」
（
広
島
大
学
『
史
学
研

究
』
第
二
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）
、
同
「
諸
藩
周
旋
方
と
新
選
組
」
（
『
歴
史
読

本
』
第
七
七
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と
。 

(

7) 

星
亮
一
『
幕
末
の
会
津
藩
―
運
命
を
決
め
た
上
洛
―
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
一

年
）
、
同
『
会
津
藩
は
な
ぜ
「
朝
敵
」
か
―
幕
末
維
新
史
最
大
の
謎
―
』
（
ベ
ス
ト
新

書
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
『
新
選
組
と
会
津
藩
―
彼
ら
は
幕
末
・
維
新
を
ど
う
戦
い
抜

い
た
か
―
』
（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）
。 

(

8) 

数
多
出
版
さ
れ
て
い
る
新
選
組
関
係
の
書
物
の
中
で
も
、
『
別
冊
歴
史
読
本 

新
選

組
原
論
』
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
『
別
冊
歴
史
読
本 

新
選
組
を
歩
く
―

士
道
に
殉
じ
た
男
た
ち
の
軌
跡
―
』
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
『
別
冊
歴
史

読
本 

新
選
組 

大
全
史 

新
選
組
ク
ロ
ニ
ク
ル
〈
通
史
篇
〉
』
（
新
人
物
往
来
社
、

二
〇
〇
三
年
）
、
『
別
冊
歴
史
読
本 

超
読
本 

新
選
組
ク
ロ
ニ
ク
ル
〈
入
門
篇
〉
』

（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
前
掲
の
鶴
巻
・
白
石
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る

「
特
集 

近
藤
・
土
方
・
沖
田
の
新
選
組
」
（
『
歴
史
読
本
』
第
七
七
二
号
、
二
〇
〇

四
年
三
月
）
を
本
稿
で
は
特
に
参
照
し
た
。 

(

9) 

庄
司
吉
之
助
『
京
都
守
護
職
と
会
津
藩
財
政
』
（
歴
史
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
）
、

拙
稿
「
会
津
戦
争
と
地
域
編
成 

―
戊
辰
戦
争
・
世
直
し
一
揆
・
直
轄
統
治
―
」
（
明

治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
の
地
域
と
民
衆
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
を

参
照
の
こ
と
。 

(

10) 

「
嘉
永
七
年 

武
備
入
用
献
納
金
別
賞
格
之
通
達
」
『
旧
記 

八
』
福
島
県
西
会
津

町
・
旧
野
沢
組
郷
頭
職
長
谷
川
俊
三
家
文
書
。 

(

11) 

前
掲
、
庄
司
吉
之
助
『
京
都
守
護
職
と
会
津
藩
財
政
』
（
八
九
～
一
〇
七
頁
）
。 

(

12) 

真
水
淳
「
幕
末
期
越
後
の
会
津
藩
領
」
『
新
潟
県
史
研
究
』
（
第
一
五
号
、
一
九
八

四
年
三
月
）
、
同
「
幕
末
の
越
後
に
お
け
る
会
津
藩
領
に
つ
い
て
」
『
増
補 

会
津
と

越
後
を
語
る
』
（
新
潟
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
。 

(

13) 

『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書 

下
巻
』（
会
津
若
松
市
史
・
史
料
編
Ⅱ
、
二
〇
〇
〇
年
、

二
八
二
～
二
八
四
頁
）
。 

(

14) 

こ
の
節
の
記
述
は
、
『
布
施
市
史
』（
第
一
巻
、
一
九
六
二
年
）
及
び
『
布
施
市
史
』

（
第
二
巻
、
一
九
六
七
年
）
、
そ
の
記
述
を
受
け
た
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
27
『
大

阪
府
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
一
三
五
～
一
一
三
六
頁
）
、
日
本
歴
史
地
名

体
系
28
『
大
阪
府
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
九
七
九
頁
）
を
参
照
し
た
。 

(

15)
 

拙
稿
「
新
選
組
の
御
厨
」
『To

◆ma

◆r
u

』
（v

ol.3
､
 

二
〇
〇
四
年
上
半
期
号
、

Ｕ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）
。 

(

16) 

古
賀
茂
作
・
鈴
木
亨
編
著
『「
新
選
組
」
全
隊
士
録
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）、

前
田
政
記
『
新
選
組
全
隊
士
徹
底
ガ
イ
ド
』
（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）
他
を

参
照
の
こ
と
。 

 

【
付
記
】 

 

本
稿
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
「 

“
新
選
組
”
の
経
済
史
的
背
景
―
幕
末
維
新
期
の
地

域
社
会
―
」（
於
／DAISHOD

AI Open Campus
 2003

、
二
〇
〇
三
年
八
月
二
四
日
）
で

の
ミ
ニ
講
義
、
「 

“
新
選
組
！
”
と
私
た
ち
の
時
代
―
日
本
経
済
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

―
」（
於
／
岸
和
田
市
立
産
業
高
等
学
校
、
二
〇
〇
四
年
二
月
二
〇
日
）
で
の
模
擬
授
業

及
び
前
掲
「
新
選
組
の
御
厨
」
の
寄
稿
文
が
、
執
筆
の
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
高
校
生

向
け
の
講
義
と
一
般
向
け
の
コ
ラ
ム
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
大
阪
商
業
大
学

企
画
広
報
課
、
テ
ィ
ジ
ー
・
テ
ッ
ク
及
び
Ｕ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

な
お
筆
者
の
玄
祖
父
で
あ
る
野
澤
九
八
郎
安
直
（
雞
一
）
は
、
会
津
藩
野
沢
組
野
沢

原
町
村
北
分
肝
煎
職
六
代
目
斎
藤
兵
右
衛
門
安
頼
（
内
蔵
吉
）
の
八
男
と
し
て
誕
生
す

る
が
、
縁
あ
っ
て
京
都
守
護
職
配
下
と
な
り
士
分
格
に
昇
進
す
る
と
共
に
、
斎
藤
一

（
藤
田
五
郎
）
等
の
新
選
組
隊
士
や
初
代
会
津
の
小
鉄
・
上
坂
仙
吉
（
仙
之
助
）
と
義

兄
弟
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
が
『
星
亨
と
そ
の
時
代
』
（
１
・
２
、
川
崎
勝
・
広
瀬
順
晧

校
注
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
の
編
著
者
及
び
星
の
舎
弟
と
し
て
の
み
で

し
か
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
玄
祖
父
雞
一
や
そ
の
仲
間
た
ち
の
活
動
の
一
端
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 


